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※�設問ごとに正答した児童生徒の数を、調査実施児童生徒
数で除したもの。

きりしまっ子の
基礎学力
令和６年度鹿児島学力・
学習状況調査結果から

児童生徒質問紙の結果

　

県
教
育
委
員
会
は
、
１
月
に
県

内
全
て
の
公
立
小
学
校
の
５
年
と

中
学
校
の
１・２
年
を
対
象
に
「
鹿

児
島
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
他
県

に
先
立
ち
初
め
て
学
習
用
端
末
を

使
っ
て
出
題
、
回
答
す
る
方
式
を

導
入
。
本
調
査
を
と
お
し
て
、
児

童
生
徒
が
自
ら
の
学
び
を
振
り
返

り
、
情
報
活
用
能
力
を
高
め
る
と

と
も
に
、
学
校
は
指
導
法
の
改
善

を
図
り
、
確
か
な
学
力
の
定
着
を

目
指
し
ま
す
。

■
結
果
の
概
要

⃝
�

霧
島
市
の
小
学
校

　

小
学
校
５
年（
現
６
年
）の
結
果

は
、
全
教
科
で
県
平
均
に
届
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
３
年
連
続
で
県

平
均
と
の
差
を
縮
め
て
い
ま
す
。

⃝
�

霧
島
市
の
中
学
校

　

中
学
１
年（
現
２
年
）は
、
全
教

科
で
県
平
均
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

中
学
２
年（
現
３
年
）は
、国
語
、

社
会
、
数
学
、
理
科
の
４
教
科
で

県
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。

■
学
力
向
上
へ
向
け
て

⃝
�

自
ら「
学（
ぶ
）力
」
を
高
め
る

授
業
へ
改
善

　

本
市
の
児
童
生
徒
は
、
自
ら
計

画
を
立
て
て
学
ぶ
力
、
課
題
に
対

し
て
自
ら
取
り
組
む
力
、
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
っ
た
時
に
学
び
方

を
考
え
工
夫
す
る
力
が
高
い
こ
と

が
、
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
自
ら「
学（
ぶ
）力
」を
高
め

て
い
く
こ
と
は
、
よ
り
主
体
的
に

学
習
へ
取
り
組
む
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
学
校
で
は
こ
れ
ら
の
力

を
さ
ら
に
育
て
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
も
取
り
組
ん
で
き
た
一
人
一
人

の
学
習
状
況
な
ど
に
合
わ
せ
た
、

指
導
の
改
善・工
夫
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
取
り
組
む
目
標
と
し
て

教
師
主
導
の
一
律・一
斉
の
み
の
授

業
か
ら
脱
却
し
、
児
童
生
徒
自
ら

が
自
己
選
択・自
己
決
定
し
な
が

ら
、
思
考
力・判
断
力・表
現
力
を

高
め
て
い
く
学
習
者
主
体
の
授
業

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

⃝

「
振
り
返
り
」の
充
実

　

児
童
生
徒
が
、
授
業
の
中
で
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
分

か
っ
た
こ
と
を
振
り
返
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
し
て
教
師
は
、
児

童
生
徒
の
振
り
返
り
を
活
用
し
、

授
業
改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

学
ん
だ
知
識
・
技
能
が
生
き
て

働
く
力
と
な
っ
て
い
る
か
、
確
か

め
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
学
習
用
端
末
で
テ
ス
ト
や

理
解
度
確
認
な
ど
が
で
き
る
、
文

部
科
学
省
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
シ

ス
テ
ム「
Ｍメ

ク

ビ

ッ

ト

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
」や
、
デ

ジ
タ
ル
ド
リ
ル「
ｎ

ナ

ビ

マ

ａ
ｖ
ｉ
ｍ
ａ
」

な
ど
の
演
習
問
題
の
積
極
的
な
活

用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◎�

＝
学
校
教
育
課
☎（
64
）０
７

０
７

「当てはまる」と回答した割合（単位：％）
小５ 中１ 中２

授業では課題解決に向
け、自分で考え、自分か
ら取り組んでいる

本市 32.6 25.8 27.5

県 31.6 24.5 23.4

分からないことや知り
たいことがあったとき、
自分で学び方を考え、
工夫できる

本市 27.1 26.2 27.1

県 26.5 23.4 23.1

広報きりしま  4


